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特定非営利活動法人 水産物トレーサビリティ研究会 

第２０回通常総会 次第 

 

日時:令和 7 年 5 月 30(金)13:10～13:30 

 

場所: カデル２・７ 1010 会議室 

 

 

１ 開 会 

２ 総会定足数報告 

３ 理事長挨拶 

４ 議長選出 

５ 総会 

１）総会開会宣言 

２）議事録署名者選任 

３）議案審議 

第 1 号議案 令和６年度事業報告について 

第 2 号議案 令和６年度収支決算報告並びに監査報告について 

第 3 号議案 令和７年度事業計画(案)について 

第 4 号議案 令和７年度収支予算(案)について 

第 5 号議案 役員の改選 

６ その他 

    報告 1 正会員の動向について 

７ 閉 会 
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第１号議案 

 

令和６年度 事業報告 

■流通支援サイト構築事業  

１. トレーサビリティシステムの特許取得支援 

    NPO 水産物トレーサビリティシステム研究会の会員である北日本港湾コンサルタ

ントと(株)ＴＳビジュアルリサーチが共同で開発したシステムの特許出願について

支援を行った。 

出願番号 ：特願 2020-190962 

発明の名称 ：漁獲物流通支援システム、そのサーバ装置および漁獲物流通支援方法  

 

■トレーサビリティ普及事業  

１．講演・報告会 

令和 6 年 6 月 21 日（金）NPO 法人水産物トレーサビリティ研究会令和 7 年度 講

演会 

場所：かでる２・７ 1040 研修室 

参加者：コンサル、道内自治体、水産関係団体等 約４０名 

1) 最近の IT 事情に関する話題 

三上貞芳（公立はこだて未来大学教授） 

2) 水産物トレーサビリティの実装と課題 

長野章（公立はこだて未来大学名誉教授・㈱長野漁港技術事務所代表） 

3) 北海道水産物スマートサプライチェーン研究開発プラットフォームについて 

佐野稔（道総研栽培水産試験場調査研究部長） 

4) 漁場整備における作業船供用係数の課題 

長野晋平（㈱ティエスビジュアルリサーチ） 

5) 海業振興に関連する報告 

大塚英治（㈱キットブルー 代表） 

２．学会発表 

   令和 6 年 5 月 25 日（土）日本水産工学会春季講演会 

   場所：東京海洋大学 品川キャンパス 

1) 水産物トレーサビリティの普及と垂直統合モデル－歯舞金たこを事例に－ 

著者：的野博行、〇河合孝治、長野晋平、長野章 

2) 荒天日閾値と供用係数の変化特性－北海道を事例に－ 

著者：寺井稔、〇長野晋平、戸松真介、長野章 

3) 漁港漁村被害初動調査における災害施設点検システムの構築 

著者：長野晋平、〇阿部幸樹、丹羽真、長野章 

4) 産業連関表の違いによる経済波及効果の相違 

著者：〇長野章、田中元、横山真吾、片石温美、陣内八郎、田添伸 

5) 産業連関表による人口社会増（UI ターン）による経済波及効果の算定 

著者：横山真吾、田中元、片石温美、及川渉、田添伸、〇長野章 
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   令和 6 年 10 月 3 日（木）令和 6 年度漁場整備事業に係わる技術研修会 

   場所：(一社)長崎県漁場整備開発協会 

1) カーボンクレジットと藻場・干潟ビジョン 

長野 章（（株）長野漁港技術事務所 代表） 

令和 6 年 11 月 29 日（金）日本水産工学会秋季シンポジウム「水産基盤の大規模災

害と漁村復興の課題」 

   場所：東京海洋大学 品川キャンパ 

1) 漁港等の大規模地震津波被害を踏まえて水産基盤の大規模災害と漁村復

興の課題を考える 

長野 章（（株）長野漁港技術事務所 代表） 

 

■トレーサビリティ支援システム構築事業 

１．ホームページの維持更新作業を行った。 

２．和６年度水産基盤整備調査委託事業への支援 

「ブルーカーボンに寄与する藻場の持続可能な保全体制の検討調査」 

「漁港釣り施設、釣り教育施設に関する調査」 

「漁港管理者と民間事業者の連携体制構築調査」 
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第２号議案 

 

令和６年度 非営利活動に係わる収支決算書 

会計期間：令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 

 

 

特定非営利活動法人水産物トレーサビリティ研究会 

科    目 予算（A) 決算(B) 備考 

【 収 入 】 856,998 840,188  

会費収入 173,000 150,000  

 3,000 円（企業・団体・個人） 168,000 150,000 50 口 

 5,000 円（企業・団体）    5,000 0 00 口 

預貯金利子 0 190  

事業収入 200,000 191,000  

 基盤整備調査事業費 200,000 191,000  

 流通支援サイト構築事業費 0 0  

 トレーサビリティ普及事業費 0 0  

 海外調査事業費 0 0  

 トレーサビリティ支援システム構築事業費 0 0  

 その他 0 0  

雑収入 0 15,000 講演費返却 

寄付金等 0 0  

繰越金等 483,998 483,998  

    

【 支 出 】 600,000 370,275  

事業費 360,000 129,120  

 基盤整備調査事業費 100,000 9,120 上対馬トレサ HP 

 流通支援サイト構築事業費 100,000 0  

 トレーサビリティ普及事業費 50,000 60,000 講演費 

 海外調査事業費 50,000 0  

 トレーサビリティ支援システム構築事業費 60,000 60,000 
ホームページ更新

保守 

 その他 0 0  

一般管理費 240,000 241,155  

    

当期収支差額 265,993 469,913  
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監査報告書添付予定 
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第３号議案 

 

令和７年度 事業計画(案) 

 

■基盤整備調査事業 

１． 既存トレーサビリティシステムに関するフォローアップ調査を行い、今後の発展方

向を調査検討する。 

２． 水産庁委託事業「漁港管理者、漁業協同組合、民間事業者等の連携体制構築調査」

に参画し技術的支援及び海業の参画者の連携体制の構築について支援する。 

３． 人工知能(生成ＡＩ)のデータ学習及びアプリを構築し、水産基盤整備関係のＩＴ基

盤整備を支援する。 

 

■流通支援サイト構築事業  

１. ブランド化活動を行っている水産物へのトレーサビリティ情報附加による効果調査

を行う。  

２．適正流通化法に基づく漁獲番号等伝達システムのフォローアップ調査を行う。 

３．国境域の水産物トレーサビリティシステム及びその他の情報の共有及び交換を通じ

て国境域水産物の拡販を図る。 

  

■トレーサビリティ普及事業  

１．講演・報告会 

全国各地で要請に応じてトレーサビリティ普及のための講演会を行う。 

２．学会発表 

水産工学会春季学術講演会（令和 7 年 5 月 24 日：下関水産大学校において調査研究結

果の発表を行う 

 

■海外調査事業 

１. 海外技術協力案件等に技術協力を行う。 

 

■トレーサビリティ支援システム構築事業 

１． ホームページの維持管理 

２． 海業振興ポータルサイトを活用した水産振興に関する効率的な情報発信を行う。 
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第４号議案 

 

令和７年度特定非営利活動に係わる収支予算計画書(案) 

会計期間：令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日 

 

特定非営利活動法人水産物トレーサビリティ研究会 

科   目 
前年度 

実績（A) 
予算（B) 備考 

【 収 入 】 840,188 907,913  

会費収入 150,000 147,000  

 3,000 円（企業・団体・個人） 150,000 147,000 49口 

 5,000 円（企業・団体）    0 0  

預貯金利子 190 0  

事業収入 191,000 291,000  

 基盤整備調査事業費 191,000 291,000 長野事務所から受託 

 流通支援サイト構築事業費 0 0  

 トレーサビリティ普及事業費 0 0  

 海外調査事業費 0 0  

 トレーサビリティ支援システム構築事業費 0 0  

 その他 15,000 0  

雑収入 0 0  

寄付金等 0 0  

繰越金等 483,998 469,913  

    

【 支 出 】 370,275 442,000  

事業費 129,120 320,000  

 基盤整備調査事業費 9,120 100,000  

 流通支援サイト構築事業費 0 50,000  

 トレーサビリティ普及事業費 60,000 60,000 講演費 

 海外調査事業費 0 50,000 基本調査 

 トレーサビリティ支援システム構築事業費 60,000 60,000 
ホームページ保守更

新（5,000円/月） 
 その他 0 0  

一般管理費 241,155 122,000 
事務費（10,000円/

月）・振込手数料 

    

当期収支差額 469,913 465,913  
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第５号議案 

 

 令和７年度 役員改選（案） 

 
特定非営利活動法人 水産物トレーサビリティ研究会 

役 名 （フリガナ） 備 考 

理事長 
ﾐｶﾐ ｻﾀﾞﾖｼ 

再任 
三上 貞芳 

副理事長 
ﾅｶﾞﾉ ｱｷﾗ 

再任 
長野 章 

副理事長 
ｵｸﾞﾗ ｹｲｲﾁ 

再任 
小倉 啓一 

専務理事 
ﾅｶｲｽﾞﾐ ﾏｻﾐﾂ 

再任 
中泉 昌光 

常務理事 
ｶﾀｲｼ ｱﾂﾐ 

再任 
片石 温美 

理 事 
ｸﾜﾊﾞﾗ ｼﾝｼﾞ 

退会 
桑原 伸司 

理 事 
ﾅﾙﾐ ﾋﾃﾞﾄ 

再任 
鳴海 日出人 

理 事 
ﾏﾂﾓﾄ ﾋﾃﾞｱｷ 

再任 
松本 英明 

理 事 
ﾊﾔｼ ﾋﾛｼ 

再任 
林 浩志 

理 事 
ﾄﾏﾂ ｼﾝｽｹ 

再任 
戸松 真介 

理 事 
ﾏﾂｲｼ ﾀｶｼ 

再任 
松石 隆 

理 事 
ﾔﾏｳﾁ ｼｹﾞｷ 

再任 
山内 繁樹 

理 事 
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾀｶｼ 

再任 
若林 隆司 

監 事 
ﾋﾛｼﾏ ﾓﾄｲ 

再任 
広島 基 
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報告１． 正会員の動向について 

退会 令和 7 年 4 月 1 日付 

 正会員（個人） 

・桑原 伸司  令和 6 年 8 月 24 日に亡くなられたため 

 

 


